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 平成 26 年 2 月 26 日～3 月 31 日 
２. 調査対象 
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1 点」の 4 段階評定とした。演習前の看護技術に対
する不安の強さについて「なし：0」から「強い：5」





























































・１パターン 60 分で交代する。 







・１パターン 60 分で交代する。 
11:30～13：30 ＊昼休みは交代でとる 
13：00~17：00 午前と同様 




・卒業生 1 名に学生 2～3 名を担当する。 












3 日間の演習期間の中で 1 日目と 2 日目は，参加
する学生を 2~3 名のグループに編成した。演習は，





















られた 21 名を分析対象とした。 
②卒業生インストラクターは 9 名，質問紙の回答は
9 名（回収率 100%）から得られた。就業年数は，1
年目 2 名，2 年目 5 名，3 年目 2 名であった。 
就業している医療機関は，大学病院 2 名，国公立病
院4名，私立病院3名であった。所属する診療科は，
内科 3 名，外科 2 名，救急外来 1 名，精神科 1 名，





























演習項目 人数 % 
経口薬の与薬 8 24.2 
筋肉注射 13 39.4 
点滴静脈内注射 22 66.7 
輸液ポンプ 21 63.6 
採血 24 72.7 
膀胱留置カテーテル 13 39.4 
聴診（呼吸器・腸蠕動音） 5 15.2 
経管栄養 12 36.4 
吸引 12 36.4 
注射指示のある患者 19 57.6 
採血指示のある患者 18 54.5 
 
開催時期・期間，卒業生の参加・意見交換会 
 人数 % 
開催時期 ちょうど良い 23 69.7 
 早い 1 3.0 
 無回答 9 27.3 
開催期間 
（3 日間） 
ちょうど良い 23 69.7 
少ない 1 3.0 
無回答 9 27.3 
卒業生の参加 とても役立った 18 54.5 
 役立った 2 6.0 
 無回答 13 39.3 
卒業生との 
意見交換会 
とても役立った 15 45.4 
役立った 2 6.0 
無回答 16 48.4 
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「 聴 診」は 2 つの評価項目で，＜呼吸
器 の 聴 診部位と順序＞＜腸
蠕動音の聴診部位と順序 ＞の 2 項目とも到達
度は下降傾向であった。 
 
４. 卒業生インストラク ターの感想 
① 卒 業 生インストラクター
























なし 0 0 
弱い 1 0 
 2 2（6.1） 
 3 1（3.0） 
 4 7（21.2） 
強い 5 14（42.4） 
 記載なし 9（27.3） 
 
演習後 不安の変化  人数（%） 
不安増強 3 0 
       2 0 
 1 1（3.0） 
変化なし 0 1（3.0） 
 －1 7（21.2） 
       －2 11（33.3） 
不安減少 －3 1（3.0） 







































表 4 看護技術到達度の演習前後の比較  n=21 
看護技術 項  目 演習前 演習後 
1.経口薬の与薬 ①指示箋による薬剤の確認 3.0（0-4） 3.0（0-4） 
②６Ｒと三度の確認 2.0（0-4） 3.0（0-4）** 
③与薬後の実施記録への記載 2.0（0-3） 2.0（0-4）* 
2.筋肉注射 ①アンプルの吸い上げ 2.0（1-3） 3.0（0-4）* 
②適切な注射針の確認 2.0（1-3） 3.0（0-3） 
③適切な部位を選定し筋肉へ穿刺 2.0（0-3） 3.0（0-4）* 
3.点滴静脈注射 ①必要物品の準備 2.0（0-4） 3.0（0-4）*** 
②静脈への穿刺 2.0（0-2） 3.0（0-4）*** 
③静脈への穿刺針を挿入後、点滴チューブとの接続 1.0（0-3） 3.0（0-4）*** 
④点滴チューブを固定 1.0（0-3） 3.0（0-4）*** 
4.輸液ポンプ ①指示箋による薬剤を調合（バイアルと溶解液） 1.0（0-3） 3.0（0-4）*** 
②輸液ボトルに輸液セットを接続しルートに薬液を満たす 2.0（0-4） 3.0（0-4）*** 
③輸液チューブをポンプにセットし作動する 2.0（0-3） 3.0（0-4）** 
④薬液を注入後、へパ生でルートをロックする 1.0（0-3） 3.0（0-3）*** 
5.採血 ①採血部位の選定 2.0（0-4） 3.0（2-4）** 
②駆血帯の装着 3.0（0-4） 3.0（3-4）** 
③静脈への穿刺 2.0（0-3） 3.0（1-4）*** 
④抜針後の止血 2.0（0-4） 3.0（2-4）** 
6.膀胱留置 
カテーテル 
①清潔操作による取扱い 2.0（0-3） 3.0（0-4） 
②尿道へのカテーテル挿入 2.0（0-3） 2.0（0-4）* 
③カテーテルの固定 2.0（0-4） 3.0（0-4） 
7.聴診 ①呼吸器の聴診部位と順序 3.0（2-4） 3.0（0-3） 
②腸蠕動音の聴診部位と順序 3.0（2-4） 3.0（0-4） 
8.経管栄養 ①口・鼻からの挿入 1.0（0-2） 3.0（0-3）* 
②胃部への挿入確認 2.0（0-4） 2.0（0-4） 
③チューブの固定 1.0（0-4） 3.0（0-4） 
9.吸引 ①口・鼻からの吸引 2.0（0-3） 2.0（0-3）** 
②気管への挿入確認 2.0（0-3） 2.0（0-3）* 
③吸引圧の調整 2.0（0-3） 2.5（0-4） 
Wilcoxon の符号付順位検定 ＊P<0.05 ＊＊P<0.01 ＊＊＊P<0.001             表中の数値は中央値（最小値－最大値） 
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Research report 
The Effects of Nursing Technique Training before Graduation 
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Abstract: Pre-graduation nursing technique training was conducted for students of the College of Nursing 
this year for the first time ever with the purpose of alleviating students’ anxieties over nursing technique. The 
training was composed of “oral medication”, “intramuscular injection”, “intravenous drip infusion”, 
"infusion pump”, “drawing blood”, “insertion of indwelling catheter in bladder”, “auscultation”, “tubal 
feeding” and “intratracheal suctioning.” Teachers and graduate instructors participated in the training as 
instructor. Participation in the training was voluntary. An anonymous self-administered questionnaire was 
conducted for the students who participated in the training regarding the severity of their anxiety and their 
degree of technique achievement before the training was conducted. After the training, changes in their levels 
of anxiety and the extent of their technique achievement were investigated. As a result, it was revealed that 
their achievement in nursing techniques rose and their anxiety over nursing techniques was alleviated by the 
training. It was clarified that pre-graduation training is effective at alleviating students’ anxieties over nursing 
technique. Participation by graduates created an opportunity for students to be exposed to real hands on 
clinical experience, leading to the imaging of the workshop for fresh nurses. It was considered effective at 
alleviating anxiety about employment. 
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